
流域広報レポート
平成２８年２月１０日（水） 天気 晴れ

・ 「大和川流域総合治水対策協議会」では、流域全体が一丸となって、水を貯めることで、
河川に流れ込む洪水を減らす対策を進めています。
・ 今回の協議会では、市街化に伴う流出増の課題とその対策、土地利用規制などについ
て話し合いが行われました。

「第２７回大和川流域総合治水対策協議会」開催

協議会内容

・ 今回の協議会では、山田整備局長、荒井奈良
県知事の他、県内流域２４市町村（うち１１首長）
が出席し、総合治水対策の進捗状況報告、総合
治水に関する取組の強化について上下流の首長
らによるグループ討議を行いました。

・ 各グループからは、奈良県が提案した総合治水
に関する取組の強化に対する意見、積極的な流
域対策の推進について発言がありました。

・ 整備局も大和川中流の遊水地事業の進捗について報告し、県の内水対策と一体となっ
た事業の推進をあらためて確認しました。
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【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局 大和川河川事務所 調査課
〒５８３－０００１ 大阪府藤井寺市川北３－８－３３ ＴＥＬ ０７２－９７１－１３８１

○ 日時：平成２８年２月１０日（水）
１４：００～１５：３０

○ 会場：桜井市立図書館

○ 参加委員：２８名

概要

近畿地方整備局長あいさつ

平成28年2月10日
奈良テレビ（県政フラッシュ）

首長らによる圏域別グループ討議の様子

※本協議会は、大和川で戦後最大となる昭和57年の洪水を契機として、昭和58年2月に発足しました。

会場全体の様子
平成28年2月11日
・奈良新聞（朝刊）
・読売新聞（朝刊）


